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平素は、NPO法人日本伝統文化振興機構(JTCO)の活動にご理解とご支援を賜り、御礼申し上げます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報発信・工芸品の販売・JTCO会員入会・その他記載内容についてのお問合わせ先（事務局・広島） 

MAIL：info@jtco.or.jp TEL：082-230-0243 FAX：082-230-0263（発行責任者：及川 秀悟） 

 

【JTCO 活動報告】 

タイ芸術工芸振興協会（SACIT）様 JTCO訪問 

タイ各地の工芸家とデザイナーとの協業により、現代の市場

ニーズに合致した工芸品制作のサポートを行うタイ芸術工

芸振興協会（SACIT）様が、7 月 19 日～21 日に東京ビッ

グサイトで開催される「第 18回ライフスタイルWeek 夏」へ

のイベント参加に合わせて、JTCO を訪れる予定です。タイ

の象嵌細工、螺鈿細工などの作家様、デザイナー様も交えて

日本のマーケット状況、工芸品の消費行動、トレンドや異国

間コラボレーションについて意見交換を行うことになってい

ます。 

→SACIT様 HP https://www.sacit.or.th/en 

5 月 19 日から 21 日の 3 日間に行われた G7 広島サミット。

サミットの中で岸田首相と裕子夫人から各国の首脳や国際機

関の長へ、日本ならではの“おもてなし”の心を込めて贈られた

工芸品が注目されています。岸田首相からの贈り物は、表面が

石肌のような凹凸になる漆塗りの技法・石目塗で仕上げられた

「万年筆」と、グラスの台座部分に細密な蒔絵が施された「蒔絵

グラス」。一方、裕子夫人から贈られたのは、漆黒と朱のグラデ

ーションが美しい「広島漆器」と、スポーツ観戦や観劇などで活

躍する「カブキグラス」でした。日本を象徴する伝統工芸の魅力

を世界に発信する良い機会になったのではないでしょうか。 

→参考：外務省 HP  https://00m.in/JtFK0 

 

  

伝統工芸ニュース 
 

▼ 奥会津昭和からむし織  ＜福島県＞ 

[国指定伝統的工芸品（経済産業大臣指定）]  

提供：福島県 昭和村 様 

からむしは、イラクサ科の多年草で、苧麻（ちょま）とも言われ

ます。繊維を青苧（あおそ）と呼んでいます。麻をはるかに超

えるといわれるからむし織の品質は、吸湿性、速乾性に富ん

だ肌触りの良さを持ち、夏衣としては最高級の品質と評価さ

れています。 詳しくはこちら https://00m.in/tJA1h 

 

 

伝統工芸品館 更新情報 
JTCOサイトに新たな記事を公開しました！ 

▼ 石田縞  ＜福井県＞ 

[福井県伝統的工芸品]  

提供： 協同組合 鯖江市繊維協会 様 

https://00m.in/xRxOK 

 
▼ 輪奈ビロード  ＜滋賀県＞ 

［滋賀県伝統的工芸品］ 

提供：株式会社タケツネ 様 

https://00m.in/WEHm6 

 
▼ 市川大門手漉和紙  ＜山梨県＞ 

［山梨県郷土伝統工芸品］ 

提供：市川手漉き和紙工房 様 

https://00m.in/hbZaj 

 
▼ 市木木綿 ＜三重県＞ 

  ［三重県指定伝統工芸品］ 

提供：市木木綿織元 向井ふとん店 様 

https://00m.in/jjgal 

 

夏祭りの季節が近づいてきました。梅雨が明けると徐々に暑くなっ

てきます。屋外では熱中症対策を万全にしましょう！ 

伝統文化・工芸 イベント情報！ 

● 夏季展 涼を呼ぶ美術工芸 [石川県] 6/24（土）～9/24（日） 

  https://00m.in/fAAyx ＜夏を感じさせる作品が勢揃い＞ 

● 村上大祭 [新潟県] 7/6（木）～7/8（土） 

  https://00m.in/JFHBA ＜19台の屋台山車が荘厳！＞ 

● 博多祇園山笠 [福岡県] 7/1（土）～7/15（土） 

  https://00m.in/Miqgo ＜コロナから復活した夏祭り＞ 

● 民謡民舞今フェス 2023 [東京都] 7/17（月) 

  https://00m.in/tiyEm ＜民謡民舞の伝統と先鋭が調和＞ 

季節の郷土料理 

[冷やしそうめん]（奈良県） 

◆ 材料（2～3人分）：そうめん 2本、干しえび 20ｇ、 

  干ししいたけ 2個、なす 1本、塩 小さじ 1、 

薄口しょうゆ 大さじ 3、みりん 大さじ 3 

 奈良の農家では 7月 7日の七夕に、そうめんを食べる習

慣があるそうです。そうめんの歴史を遡れば、大和の国

の三輪（奈良県桜井市）で生まれた手延べそうめんに至り

ます。肥沃な三輪の里に小麦を撒き、その実りを水車の

石臼で粉に挽き、癒しの湧き水でこね延ばして糸状にした

ものが、そうめんの起源と伝えられています。 

→作り方や詳細はこちら https://00m.in/gRBUP 
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